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高知県から得られた四国初記録となるネズッポ科バケヌメリ

津野義大 1・岡村恭平 1・遠藤広光 1

A specimen of Eleutherochir mirabilis (Snyder, 1911) (Perci-
formes: Callionymidae) was collected from Uranouchi Inlet, Ko-
chi Prefecture, Shikoku, Japan. In Japanese waters, E. mirabilis 
has previously been known from Hokkaido, Honshu (Aomori, 
Niigata, Ibaraki, and Kanagawa prefectures), and Kyushu (Mi-
yazaki Prefecture). Hence, the present specimen represents the 
first record of the species from Shikoku.
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 Abstract

ネズッポ科オオクチヌメリ属（Callionymidae: Eleuthero-

chir）は，国内ではバケヌメリ Eleutherochir mirabilis (Snyder, 

1911)，クシヒゲヌメリ Eleutherochir mccaddeni Fowler, 1941，

そしてオオクチヌメリEleutherochir opercularis (Valenciennes, 

1837)の 3種が知られ，尾鰭中央部の軟条先端が分枝する，

口が幅広い，および下唇上縁に多くの肉質突起をもつ特徴

がある（Nakabo, 1982；中坊・土居内，2013；緒方・村瀬，

2019）．ネズッポ科魚類は国内外において分類体系の見解

が異なり，バケヌメリは国外では Draculo mirabilis Snyder, 

1911［たとえば Fricke (1983)］，国内では E. mirabilisとして

扱われる［たとえば Nakabo (1983)や中坊・土居内（2013）］．

バケヌメリはおもに北日本に分布する種で，これまで北

海道，青森県，新潟県，茨城県，神奈川県，および宮崎県

に限られる（Arai, 1971；石川，1978; Nakabo, 1983；尼岡ほか，

1995, 2020；中坊・土居内，2013；緒方・村瀬，2019）．また，

本種は背鰭が 1基で軟条数が通常 13，下顎先端が上顎先端

よりわずかに突出する，そして臀鰭軟条数が通常 13で本属

他種と異なる（Nakabo, 1983）．

高知大学理工学部海洋生物学研究室に収蔵されているオ

オクチヌメリ属の標本を精査した結果，2012年 5月 8日に

高知県土佐市宇佐町の海岸（浦ノ内湾の湾口）で採集され

た標本が，バケヌメリであることを確認した．したがって、

同標本はバケヌメリの高知県かつ四国初記録となるため，

ここに報告する．

材料と方法
標本の計数・計測方法は Hubbs and Lagler (1958)にし

たがった．計数・計測項目は緒方・村瀬（2019）にしたがい，

背鰭前長と胸鰭基底長を追加した．本稿ではNakabo (1983)

にしたがいバケヌメリに適用する学名を Eleutherochir 

mirabilisとした．計測はデジタルノギスを用いて 0.01 mm

単位まで行い，小数第 2位を四捨五入した．標準体長は体

長または SLと略記した．本報告に用いた標本は，高知大

学理工学部海洋生物学研究室（BSKU）に保管されている．

Eleutherochir mirabilis (Snyder, 1911)

バケヌメリ
（Fig. 1）

標本　BSKU 112815，雌雄不明，体長 32.8 mm，高知県

土佐市宇佐町（浦ノ内湾の湾口部），2012年 5月 8日．

記載　背鰭鰭条数 13；胸鰭鰭条数 i + 17；腹鰭鰭条数 I, 5；

臀鰭鰭条数 13．体各部に対する体長の割合（体長に対す

る百分率）：全長 126.0；体高（腹鰭起部）8.8；頭長 30.9；

吻長 7.4；眼窩径 5.8；背鰭前長 43.8；臀鰭前長 45.7；背鰭

基底長 43.4；胸鰭基底長 8.1；臀鰭基底長 47.1；胸鰭長

26.8；尾柄高 6.3；背鰭第 1鰭条長 8.1；背鰭第 2鰭条長 9.3；

背鰭第 3鰭条長 9.8．

頭部は縦扁し，背鰭起部付近から後方では側扁する．

体は細長く，腹鰭先端付近で体高が最大．吻端は丸い．眼

窩は前後方向にやや楕円形で，吻長の 0.8倍．鼻孔は眼窩

前縁のやや前方に位置し，小さな管状．口は端位で，横に

幅広い．下顎先端は上顎先端よりわずかに突出する．上
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顎後端は眼窩前縁直下にわずかに達しない．下唇上縁には

1列の櫛状の肉質小突起が並び，前方から後方に向かい次

第に小さくなる．両顎歯は非常に小さく，1列の歯列を形

成する．前鰓蓋骨棘には前向棘がなく，基部内側に上方に

向かって湾曲する 5棘がある．鰓孔は小さく背面に開く．

鰓蓋膜は後方に向かって伸長し，胸鰭基底を越える．鰓蓋

と峡部は薄膜でつながる．肛門には小突起がある．背鰭は

1基で，軟条のみからなり，棘条はない．背鰭起部は臀鰭

起部直上に，背鰭基底後端は尾柄部の前方に位置する．背

鰭の最終軟条は基部から分枝し，他の軟条は不分枝．胸鰭

基底は鰓蓋後端付近に位置する．胸鰭の最上軟条は不分枝

で，他はすべて分枝する．胸鰭は長く，後端は臀鰭第 2–3

軟条直上に位置する．腹鰭起部は前鰓蓋骨棘直下に位置す

る．臀鰭基底後端は背鰭基底後端直下のやや後方に位置す

る．臀鰭軟条は先端が分枝する（最終軟条のみ基部から

分枝）．尾鰭はやや長く截形で，両角が丸みを帯びる．尾

鰭中央部の軟条は分枝する．側線は 1本で，鰓蓋上部から

はじまり，胸鰭基部よりやや後方部で急に下降し，そこか

ら体側中央を走る．

色彩　固定後の色彩（Fig. 1）—頭部と体側の体色は薄

い淡褐色で，背面は茶褐色の虫食い模様で，腹面は乳白色．

鰭を除く体全体に小黒点が散在し，腹面ではより密になる．

各鰭は白色で半透明，背鰭と尾鰭には茶褐色の斑点が散在

する．生鮮時の色彩は記録されていない．

分布　本種は国外では中国河北省（渤海），韓国全羅北
道（黄海），ロシア沿海地方（ポシェト湾）から知られ，

国内では北海道，青森県，新潟県，茨城県，神奈川県，高

知県，および宮崎県から報告がある（Arai, 1971；石川，

1978; Nakabo, 1983; Fricke 1983；尼岡ほか，1995, 2020；工藤・

山田，2005；中坊・土居内，2013；緒方・村瀬，2019；本

研究）．

備考　本標本は口が幅広い，下顎先端が上顎先端より
わずかに突出する，下唇上縁に 1列に並ぶ櫛状の肉質小突

起がある，背鰭が 1基，背鰭と臀鰭の軟条数が 13，尾鰭

中央部の軟条先端が分枝するなどの特徴が，Nakabo (1983)，

中坊・土居内（2013）や緒方・村瀬（2019）が示したバケ

ヌメリの特徴とよく一致したため，本種に同定された．本

種の雄は生鮮時に背鰭縁辺に朱色縦線を，雌は腹鰭鰭条後

方に黄色斑点が散在する特徴をそれぞれもつが（緒方・村

瀬，2019；尼岡ほか，2020），本標本の生鮮写真は記録さ

れていないため雌雄を識別できなかった．

バケヌメリは体長 8 cmほどの小型種で，淡水の影響を

受ける環境からも標本が得られているが，おもに水深 0.3 

m前後の波打ち際から水深 10 m前後の外洋に面した浅海

砂浜域に出現する（中坊，1988；尼岡ほか，1995，2020；

中坊・土居内，2013；緒方・村瀬，2019）．本個体が採集

された浦ノ内湾の湾口部は，流入河川が少なく外海に面し

た砂浜海岸が発達しており，バケヌメリの生息環境とよく

一致する．オオクチヌメリ属の国内の分布については，南

方系種のオオクチヌメリとクシヒゲヌメリが知られ，前者

は四国において高知県香南市夜須川と徳島県阿南市那賀川

から記録があるが，いずれも無効分散とみなされた（吉郷

ほか，2006；片山ほか，2011；土居ほか，2012）．記載標

本は体長 32.8 mmと小さく，バケヌメリは体長約 8 cmま

で成長することが知られており（尼岡ほか，2020），バケ

ヌメリとほぼ同じ程度まで成長するオオクチヌメリでは体

長 4 cmほどの個体が未成魚と報告されているため（片山

ほか，2011；土居ほか，2012），記載標本も未成魚の可能

性が高い．

記載標本は2012年に浦ノ内湾の湾口部で採集されたが，

それ以降の高知県沿岸の魚類調査では本種は採集されてい

ない．しかし，前述の通り，四国沿岸には本種の生息に適

Fig. 1. (A) Lateral and (B) dorsal views of preserved specimen of Eleutherochir mirabilis (BSKU 112815, 32.8 mm SL) from Kochi 
Prefecture, Shikoku, Japan.
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した環境は多く存在することから，魚類相調査の進展に

よって新たに標本や生息地が発見される可能性が高い．
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